
精神看護の基礎
精神看護の展開　　/医学書院

現代社会における精神保健、看護ニーズの高まりの背景を知る。
心（精神）の健康について成長発達、社会・環境との関連など広い視野で学ぶとともに精神保健医療福祉に関する法律・制度
の歴史的な変遷をふまえて人権尊重・権利擁護、リカバリーについて理解し、精神看護実践の基礎となる考え方や態度を養う。
精神障害者とはどのような人々か、その基本を理解し、精神看護学の基本的な考え方、知識を理解する。
感情労働の代償とそれを回避する方法を理解する。

１．現代社会における精神保健、看護ニーズの高まりの背景を知ることができる
２．精神障害者に対して看護師に求められる考え方を理解することができる
３．看護における感情労働を理解し、メンタルヘルスを保つための方法が理解できる

回数

１章　精神看護学で学ぶこと
1 Ａ　精神看護学とはなにか　Ｂ　精神障害を持つ人の病いの体験と精神看護　

Ｃ 「心のケア」と日本社会　Ｄ 精神看護の課題

2 ２章　精神保健の考え方 Ａ　精神の健康とは　　Ｂ　心身の健康に及ぼすストレスの影響　　Ｃ　心的外傷（トラウマ）と回復　

Ｃ-3　非道処遇が子どもの成長・発達に及ぼす影響　　Ｃ-6　回復への道

3～5 ８章　ケアの人間関係 Ａ　ケアの前提　　Ｂ　ケアの原則　　Ｃ　ケアの方法　　Ｄ　関係をアセスメントする

Ｅ　患者－看護師関係における感情体験　　Ｆ　関係の視点からみた困難事例　

Ｇ　チームのダイナミックス

16章　看護における感情労働と看護師のメンタルヘルス

6・7 Ａ　看護師の不安と防衛　　Ｂ　感情労働としての看護　　Ｃ　看護師の感情ワーク

Ｄ　看護における共感の光と影　　Ｅ　感情労働の代償と社会　　Ｆ①　レジリエンスを高める

8 終講試験

                  *  ひかり学園施設見学

ひかり学園見学レポート点　　20点

概要

目標

授業内容・計画

留意事項

実務経験のある教員等による授業科目（いずれかに○印） 授業形態（全授業時間に対する割合）

該当する　　・　　該当しない 講義形式（　１００　）％　・　実習など講義形式以外（　　　　）％

　
評価
方法

教科書・
参考資料

筆記試験，学修意欲，レポート

看護師

時間数

精神看護学概論 1 2 後期 専任教員 15

授業科目 単位数 学年 期間
実務経験

担当氏名
職種



精神看護の基礎
精神看護の展開　　/医学書院

社会の動向と関連させて精神保健の看護課題を理解する。

１．精神保健福祉法について理解できる
２．精神障害者の人権について理解できる
３．ストレスと精神症状について理解できる

回数

臨床心理士：26時間（終講試験2時間含む）
　１　精神保健の歴史

1 　　７章　社会のなかの精神障害 Ａ　精神障害と治療の歴史 Ｂ　日本における精神医学・精神医療の流れ

2 　２　精神障害の予防

3・4 　３　ライフサイクルと心の健康 フロイトの精神・性的発達論

5・6 　４　発達上の問題

7・8 　５　人格（パーソナリティ）理論

9・10 　６　ストレスと心の健康

11・12 　７　精神障害の分類

精神保健福祉士：4時間
　精神障害者の人権擁護

　社会復帰の促進

13 　　７章　社会のなかの精神障害

14 　　10章　地域におけるケアと支援

15 終講試験

概要

目標

授業内容・計画

留意事項

実務経験のある教員等による授業科目（いずれかに○印） 授業形態（全授業時間に対する割合）

該当する　　・　　該当しない 講義形式（　１００　）％　・　実習など講義形式以外（　　　　）％

　
評価
方法

筆記試験，学修意欲，レポート
教科書・
参考資料

臨床心理士
精神保健福祉士

時間数

精神保健 1 2 前期 外部講師　2名 30

授業科目 単位数 学年 期間
実務経験

担当氏名
職種



人間のこころ、精神活動に関連する領域の知識を基に、精神的存在としての人間理解を深める。　
また、臨床における対象者の心理過程を理論的に理解する。

精神障害に対する治療法について理解できる

回数

６章　精神科での治療

1 　　１　精神療法・心理療法　精神力動的療法

2 人間性主義的精神療法

3 行動主義的療法　　ブリーフサイコセラピー

4 日本独自の精神療法　　家族療法　　箱庭療法　　芸術療法　　集団精神療法

４章　関係のなかの人間

5 　　２　家族への援助

３章　心のはたらきと人格の形成

6・7 　　３　心理検査　　　知能検査　　発達診断検査　　人格検査　　作業検査　　神経心理検査　

8 終講試験

概要

目標

授業内容・計画

留意事項

精神看護の基礎　　/医学書院

実務経験のある教員等による授業科目（いずれかに○印） 授業形態（全授業時間に対する割合）

該当する　　・　　該当しない 講義形式（　１００　）％　・　実習など講義形式以外（　　　　）％

　
評価
方法

筆記試験，学修意欲，レポート
教科書・
参考資料

臨床心理士

時間数

臨床心理 1 2 後期 外部講師 15

授業科目 単位数 学年 期間
実務経験

担当氏名
職種



精神看護の基礎
精神看護の展開　　/医学書院

精神疾患の診断・症状・治療および看護を理解するとともに、疾病及び入院が患者とその家族に及ぼす影響を理解する。
対象にケアを提供するために必要な能力を養う。

１．精神疾患のとらえ方を理解することができる
２．精神症状を理解し、それに伴う看護を理解することができる　
３．精神障害に関する診断・検査・治療とそれに伴う看護を理解することができる

回数

医師：20時間（終講試験2時間含む）
1～5 　５章　精神科疾患のあらわれ方 Ｂ　精神症状論と状態像　　Ｃ　精神障害の診断と分類

6～9 　６章　精神科での治療 Ａ　精神科における治療　　Ｃ　薬物療法　　Ｄ　電気けいれん療法その他

看護師：10時間
10 　９章　回復を支援する Ａ　回復の意味　　Ｂ　リカバリーのビジョン　　

Ｃ　治療の場におけるリカバリーの試みと看護の視点　　Ｄ　リカバリーを促す環境

Ｅ　リカバリーを促す方法としてのグループ　　Ｆ　さまざまな回復のためのプログラム

Ｇ　リカバリーのプロセス

11 　11章　入院治療の意味 Ａ　精神科を受診するということ　　Ｂ　治療の器としての病院・病棟　

Ｃ　入院中の観察とアセスメント　　 Ｄ　ケアの方向性を考える

Ｅ　退院に向けての支援とその実際

12・13 　12章　身体をケアする Ａ　精神科における身体のケア　　Ｂ　精神科における身体を通した看護ケアの実際

Ｃ　精神科の治療に伴う身体のケア　　Ｄ　身体合併症のアセスメントとケア

Ｅ　精神科における終末期ケア

14 　13章　安全をまもる Ａ　リスクマネジメントの考え方と方法　　Ｂ　緊急事態に対処する

Ｃ　緊急事態とスタッフの支援

15 終講試験

概要

目標

授業内容・計画

留意事項

実務経験のある教員等による授業科目（いずれかに○印） 授業形態（全授業時間に対する割合）

該当する　　・　　該当しない 講義形式（　１００　）％　・　実習など講義形式以外（　　　　）％

　
評価
方法

筆記試験，学修意欲，レポート
教科書・
参考資料

医師
看護師

時間数

精神看護学援助論
（主な疾患と看護）

1 2 後期 外部講師　2名 30

授業科目 単位数 学年 期間
実務経験

担当氏名
職種


